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　10月16日、創立50周年記念館(西棟)で「子ども大学そうか」の4回
目の授業が行われ、草加市内の小学生32名が参加した。
　今回は大坪史治経営学科准教授による講義「大人になったらなにに
なりたい？自分に合う会社を選んでみよう！」が行われた。
　授業冒頭、「将来なりたい職業は？」という質問に対して、「バドミントン
選手」や「一級建築士」など様々な声が上がった。その後、大坪准教授手
作りのおもちゃのお金を使い、本屋の経営を例にとって会社のお金の
流れを学んだ。また、投資や借金の考え方を学びながら、それぞれの将
来の会社選びの基準を作っていた。
　大坪ゼミナールの学
生アシスタントの力を
借りながら、子ども達
がグループで数字を
使って熱心に議論する
様子が印象的だった。

2021年度「子ども大学そうか　第4回」開催福島県田村市と連携協力協定を締結
　12月14日、本学と福島県田村市は、「持続可能なまちづく
り」に向けた活動や、経済・社会・環境・外国語に関する研究・
教育を推進していくための連携協力協定を締結した。本協定は、
本学が採択された、福島イノベーション・コースト構想推進機構
の「大学等の『復興知』を活用した人材育成基盤構築事業」の実
施にあたり、福島県田村市で「環境に配慮した持続可能なまちづ
くり」の仕組みを構築し、その取り組みについて情報発信と国際
交流を進めていく創造事業を推進するために締結されたもの。本
学で行われた締結式では、田村市から白石高司市長らが、本学か
らは、山路朝彦学長、岡垣知子副学長、本事業責任者である米山
昌幸経済学部国際環境経済学科教授、そして松枝秀和同学科教授
が出席した。なお、事業は11月から本格稼働し、田村市の地域
資源と地域課題を把握するとともに田村市観光サイト等の多言語
化を進めるために、活動に賛同した本学教員と在学生が現地に赴
き、観光資源・地域資源に着目した現地調査等を行っている。

　10月23日、父母懇談会を本学キャンパスでの対面とZoom利用の
オンラインの併用で開催した。
　午前中はキャンパス見学時間とし、参加者は学生スタッフのガイドによ
るツアーにてキャンパスを体感した。1年生・2年生の父母および保証人
は入学後初めて来学する機会となり、好評であった。また、事前予約した
父母は、対面にて個別に相談の機会を得た。
　午後1時からの全体会では、山路朝彦学長（父母の会名誉会長）が大学
の近況とコロナ対策について報告し、岡田圭子キャリアセンター所長は
キャリアセンターの役割を紹介した。
午後2時15分からは学部学科別懇談会が行われ、来学とオンライ

ン参加を合わせて352名が参加し、所属する学部学科の教員が、事前
の質問事項を踏まえ、学習面・学生生活の様子や留学・就職情報につ
いて説明した。また翌週からは、日本経済新聞社の山野茂樹氏による
就職に関する講演と、内定取得学生の就職活動経験談をオンデマンド
配信した。

2021年度父母懇談会開催

　本学と福岡県は、相互に連携・協力することを目的として、UIJターン
に関する就職支援協定を締結した。本学は、この協定に基づき、福岡県
へのUIJターン就職を希望する学生に対して合同企業説明会・地元企
業の求人などの情報提供を行い、福岡県への就職を促進していく。
　なお、埼玉県内の大学が福岡県と就職支援協定を締結するのは初と
なる。また、本学が就職支援協定を結ぶのは福岡県で10県目となる。
【主な連携・協力内容】
（１）学生に対する就職関連イベント、県内企業等の情報発信に関する

こと。
（２）大学が行う合同企業説明会、保護者向けの就職セミナー等の開催

に関すること。
（３）福岡県が行う学生向け就職支援サービス等への登録呼びかけに関

すること。
（４）学生の福岡県へのＵＩＪターン就職に関する情報及び実績把握に係

る調査等に関すること。
（５）その他、学生の福岡県へのＵＩＪターン就職促進に関すること。

福岡県と就職支援連携協定を締結

外国語学部英語学科（西棟101教室）の懇談会の様子

　10月27日、第5回図書館講演会が開催された。対面での実施は2
年ぶりとなり、学生・教職員合わせて約50名が参加した。今回は、原成
吉英語学科教授が『なんでシンガーソングライターにノーベル賞？―
ボブ・ディランのコトバの世界―』というテーマで講演した。
　原教授は、著名な詩人たちの言葉を引用しながら、まずロックの歌
詞と詩の違いや、詩と歌のルーツについて説明。その後、「ポエトリー・
リーディング」や「ビート・ムーヴメント」といったアメリカ詩の伝統を
例示しながら、ディランの
「歌われる現代詩」の魅力
について語った。曲を鑑賞
する場面もあり、参加者
はディランのコトバの世
界に入り込んだかのよう
に聞き入っていた。

第5回図書館講演会を開催

　山田健法律学科特任助手が第47回「藤田賞」を受賞した。今回受賞
対象となったのは、同助手執筆の論文「中央－地方関係における出先機
関の行動様式ー運輸省港湾建設局に着目して」。9月9日、市政会館に
て授賞式が執り行われた。
　藤田賞は、地方財政学の権威、故藤田武夫立教大学名誉教授、故佐
藤進東京大学教授から、公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所
（旧 東京市政調査会）に寄贈された基金により、地方自治、地方財政お
よび都市問題に関する研究を奨励するため、1974(昭和49)年に設け
られた。同賞は、地方行財政に関する分野では、歴史ある賞として認知
されている。

参考・公益財団法人　後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ

第47回藤田賞
山田健特任助手が受賞　12月6日から11日まで、学内各所で獨協大学環境週間「Earth 

Week Dokkyo 2021 ～Winter～」が開催された。前回に引き続き
新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、オンラインイベントと対面
イベントを併用しての開催となった。期間中は「～環境と開発を両立さ
せて、持続可能な社会を創る～」というテーマのもと、多くのイベントが
行われた。
　対面でのイベントでは、学生団体From us to earth による「蜜蝋
ラップづくり」やEarth Week Dokkyo実行委員会と米山昌幸ゼミに
よる卵の殻と廃油をリユースした「エッグキャンドルナイト」などが実施
された。また、オンラインイベントでは学生団体THE Me主催の「みんな
で話そうジェンダーのこと」やPIR Dokkyoによる「日本で見過ごされる
人権～入管医療体制～」など学生が地球の問題について楽しく学べる
イベントを多数実施した。

国際環境経済学科・環境共生研究所共催
Earth Week Dokkyo 2021 ～Winter～ 開催

中庭で輝いたエッグキャンドルの灯

熱心な子ども達に応える
大坪准教授

　10月3日、司法試験合格体験報告会をZoomにて開催し、本学法科
大学院修了生で、2021年司法試験に合格した竹下健太郎さんと眞中
愛さんが出席した。報告会では、合格者2名の合格に至るまでの学習法
や試験当日までの対策、試験当日に意識した点などが報告され、質疑が
行われた。
　眞中さんは出産・育児を経験する中で合格したことから、女性が法曹
を目指すうえでの不安や苦労、それをどう克服したかについて質問が
あった。眞中さんは、「不安はもちろんあったが、法曹を目指す気持ちを
確認することで克服するしかない。育児や家事と勉強とで優先順位を決
めて割り切ってやることで乗り越えた」と述べた。
なお、本学法科大学院修了生が終了資格で受験する司法試験は今年

度で最後となった。本学法科大学院修了の資格での合格者は、延べ59
名。合格体験報告会の資料は、「合格体験記」として11月より大学院事
務室で配布している。

2021年司法試験 合格体験報告会を開催

10月27日にZoomにて司法試験合格者祝賀会が開催された

歴史ある賞を受賞した山田特任助手

　韓国の協定校、大邱（テグ）カトリック大学（DCU）と本学が11月11
日、16日、24日にオンライン交流授業を開催した。この交流授業は国際
交流センターからの提案をDCUが受けて実現したもの。全３回の交流会
にはDCUの日本語日本文学科生延べ54名と一般募集で集まった本学
学生延べ45名が参加し、日本語と韓国語を交じえた意見交換やフリー
トーク等を楽しんだ。オンライン授業が可能になったことから、国際交流
センターが主催する日韓の学生交流としては過去最多の参加者数と
なった。
　学生からは「イメージや一般的な情報で韓国と日本の違いを認識して
いたが、実際に話を聞くことで、現実味が増して衝撃を受けた。文字で得
る情報より、人から直接聞いた情報の方がより伝わるのだと感じた」「コ
ロナで海外に行けなくなり交流することができずにいたが、参加して互
いに交流する楽しさを思い出すことができた」などの感想が寄せられた。

大邱カトリック大学（韓国）と
オンラインによる交流授業を実施
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